
クラウド型 除雪状況管理システム「ゆきぞう」

降雪・大雨状況をリアルタイムで把握し、災害被害を抑止 
山間部の積雪計・ライブカメラで除雪判断を迅速化
アンダーパスのライブカメラでポンプ状況確認
ポンプ場、樋門に遠隔監視システムを設置し、河川の
水位情報を把握

道路・河川ライブカメラの利活用

除雪車両管理のデジタル化で住民サービス・管理効率ＵＰ 
「いつ来る 」「どこまで進んでる 」問合せにもスムーズに対応
除雪エリア一円の状況を一元管理できるので、的確な指示出しが可能
車両ごとの日報管理も効率的に
道路破損情報にも活用できる

道路維持管理システム「みつけたぞう」

パトロール車、陥没車へのタブレット配置で補修速度UP
道路状況をタブレットで簡単に登録できるので点検作業が効率的
道路異常の発見から修繕対応までを一元管理し、道路の安全を確保

道路情報投稿システム「みつけたろう」
積雪・道路・河川情報の

「見える化」で対応を迅速化 

市民

パトロール車 等

市民からの通報をデジタル化し、市民と職員の双方向通信が可能に
市民と職員が対面会話せずとも危険箇所をスマホで簡単に通報可能に
市民がリアルタイムで職員の対応を確認可能に
今後も地区要望など新たな利活用が見込まれる

様式１－１

取組名称：ライブカメラやＧＰＳを活用した道路状況の見える化　概要図（実装部門）

Administrator
テキストボックス
鳥取市



 様式１－２ 

取組調書（実装部門） 

地方公共団体名 鳥取市 

取組名称 ライブカメラやＧＰＳを活用した道路状況の見える化 

連携自治体、企

業、団体等 
(株)バイタルリード 

デジタルを活用

した取組の概要

（デジタルを活

用した取組の全

体概要と解決す

る個別課題の具

体的内容） 

（種類）（注） ① 
（左記が①の場合

の分野） 
交通 

【デジタルを活用した取組の全体概要】 

道路の危険個所・修繕個所の迅速な把握や、降雪時の積雪状況をリアルタ

イムに把握し迅速に対応することで、市民生活の質の向上を図る。 

 

【実施に至る経緯・動機】 

本市は平成 16年の市町村合併により市域が増加し、令和２年４月時点の市

道延長は約 1,700km、鳥取県内の総延長の約 25％を占めている。 

市道の危険個所の把握や除雪の実施を判断する情報は主に職員のパトロー

ルによるものであり、道路状況の把握から実施までに多くの時間と費用を要

しており、特に本市は豪雪地帯であり、冬季の積雪は市民生活への影響が大

きく、より迅速な除雪の実施や、実施状況等の情報を市民に速やかに提供す

ることが求められている。 

 

【解決する課題の具体的内容】 

・市道の危険個所の把握・管理の効率化 

→パトロール車にタブレットを搭載し、危険個所・修繕個所の写真・位置

情報等をその場でシステム登録し、修繕着手までの時間を大幅に短縮す

るとともに、市道の安全度が向上。（平成 30年度から運用開始） 

 →市民が発見した危険個所を自らスマホで撮影し通報することができるシ

ステムを構築し、より効率的でより迅速な把握と市民と行政が協働で地

域を守る体制の確立。（令和３年度から運用開始） 

 →豪雨時に冠水の危険性があるアンダーパスなどへのライブカメラ設置に

よるリアルタイム監視の実施。（令和３年度から運用開始） 

 

・より迅速な除雪の実施や、実施状況等の情報の市民への速やかな提供 

→ＧＰＳを除雪車両に搭載し地図上に車両の位置をリアルタイムで表示す

るクラウド型のシステムを導入し、除雪の実施場所の把握や業者への次

の指示を迅速に実施するとともに、除雪業者の稼働時間をシステムで管

理し、報告書の作成や職員による作業の確認などの事務を軽減。 

除雪状況をＨＰに公開し冬期の安全な走行ルートの確保。 

山間部で積雪状況の把握が困難な個所についてはライブカメラを設置。 

（平成 29年度から運用開始） 
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デジタルを活用

した取組による

成果（成果がわ

かるデータ・数

値） 

 

・市道の危険個所の把握・管理の効率化 

 H29 H30 R元 R2 R3 

把握件数 1,043 1,900 1,722 1,894 2,695(81) 

修繕件数 844 1,038 1,088 1,176 2,532(75) 

             R3の（  ）は市民投稿分で、全体の内数 

・除雪判断に要する時間 

 H28 H29以降 

時間 40分 3分 

 

 

本取組の特徴的

な点やデジタル

の活用において

工夫した点 

 

・市道の危険個所の把握・管理の効率化にあたっては、位置情報の活用による

時間短縮に加え、市民が自ら危険個所を登録することができるシステムとし、

市民と行政が協働で地域を守る体制を確立 

 

・除雪の迅速化にあたっては、ライブカメラや積雪深計によるリアルタイムで

の道路状況の把握により、除雪の判断から実施までの時間が短縮され、市民の

暮らしの利便性が向上 

 

今後の展望 

 

・職員のパトロールの際にＧＰＳ付き車載カメラで道路状況を撮影し、その動

画をＡＩで解析することで、危険個所の判別のより一層の効率化・高精度化 

 

・構築した基盤を活用し、本市が管理しているポンプ場にライブカメラを設置

し、氾濫の危険性が高い河川の水位をリアルタイムで観測し適切な排水作業の

実施など、インフラの維持管理の効率化 

 

注： 以下の①または②のいずれかを選択 

① デジタルの活用により、次の個別課題を実際に解決し、住民の暮らしの利便性と豊かさの向上や地域の産業

振興につながっているもの。 

（・医療 ・教育 ・子育て ・物流 ・交通 ・農林水産業 ・中小企業 ・観光 ・防災） 

② 高齢者、障がい者などデジタルに不慣れな人々がデジタル機器・サービスの利用方法を学ぶことができる環

境づくりを既に進めるなど、あらゆる人がデジタル化の恩恵を享受できる、「誰一人取り残されない」社会の

実現に寄与しているもの。 
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取組名称「子育て世代・若者にもしっかり届く！『スマホで見つかる情報発信』」概要図（実装部門） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式１－１ 

くらしに役立つ情報全般をお届け！ 

「鳥取市公式 LINE」 

子育てをアプリでサポート！ 

「とっとり市子育て応援サイト」 

市職員が動画で鳥取市の魅力を伝えます！ 

「鳥取市役所特命係」 

まちなか情報誌がネットで見れる！ 

情報誌「わっか」のWeb・Facebook配信 

鳥取市の 

欲しい情報が 

スマホで簡単に 

見つかる！ 

 

↓ごみの出し方がチャットボットで調べられます 

 

↓子育てに役立つ様々な情報を掲載しています 

 
・妊娠・出産関連制度 

・育児サークル・保育園 

 医療機関の検索 

・離乳食の作り方 など 

鳥取市公式 LINE とっとり市子育て支援サイト Web版わっか 鳥取市役所特命係 

友達登録は

こちら 

Androiｄ版 iOS版 

PC版は

こちら 

Webサイト版 Facebook版 

Youtube

はこちら 
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https://page.line.me/tottori-city
https://page.line.me/tottori-city
https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.co.mi_labo.city_hc.tottori
https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%A8%E3%81%A3%E3%81%A8%E3%82%8A%E5%B8%82%E5%AD%90%E8%82%B2%E3%81%A6%E5%BF%9C%E6%8F%B4%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%88/id1607045810
https://tottori.city-hc.jp/
https://tottori.city-hc.jp/
https://web-wakka.com/
https://www.facebook.com/wakka.tottori/
http://www.youtube.com/channel/UCnncuTyqPX6-bM-Inqm5pOw
http://www.youtube.com/channel/UCnncuTyqPX6-bM-Inqm5pOw


 様式１－２ 

取組調書（実装部門） 

地方公共団体名 鳥取市 

取組名称 子育て世代・若者にもしっかり届く！『スマホで見つかる情報発信』 

連携自治体、企

業、団体等 
ＬＩＮＥ株式会社、株式会社ミラボ、鳥取市中心市街地活性化推進協議会 

デジタルを活用

した取組の概要

（デジタルを活

用した取組の全

体概要と解決す

る個別課題の具

体的内容） 

（種類）（注） ② 
（左記が①の場合

の分野） 
 

【デジタルを活用した取組の全体概要】 

子育て世代や若者をはじめとしたスマホ利用者が、簡単にくらしの情報や

まちの魅力を見つけられるように、スマホアプリ等で情報発信を行う。 

【実施に至る経緯・動機】 

日本一人口の少ない県庁所在地である本市は、少子化や人口減少、高齢化

が同時に進行する状況に直面している。将来人口の着実な底上げのため、若

年層が都市部へ流出する流れを変え、本市への定住を促進するとともに、子

どもを持ちたいという希望をかなえる施策の一層の強化が必要である。 

本市では若年層が住みたくなる施策として、保育園や子育てネットワーク

の充実、移住定住支援などの取組を積極的に行ってきた。更なる魅力アップ

を図るため、若年層を中心に広く普及しているスマホで、簡単に情報が得ら

れるように情報発信を強化する。 

【解決する課題の具体的内容】 

[課題]子育て世代や若者をはじめとしたスマホ利用者に対する、欲しい情報

へのアクセシビリティ向上 

〇解決策１：令和２年１月から本格運用している鳥取市公式ＬＩＮＥのメニ

ューを大幅拡充し、ごみの出し方や防災情報など、くらしに役立つコンテン

ツ等を追加した。また、利用者が受信する情報を個別設定できる機能を追加

した。（令和４年４月開始） 

〇解決策２：子育て支援アプリ「とっとり市子育て応援サイト」を提供し

た。妊娠・出産に関する各種制度の情報や、離乳食の作り方動画、育児サー

クルや保育園・医療機関の検索など、子育てに役立つ様々な情報をアプリ１

つで知ることができるようになった。（令和４年２月開始） 

〇解決策３：従来紙で発行していたまちなか情報誌「わっか」の情報を、Ｗ

ｅｂサイト「Ｗｅｂ版わっか」でも公開し、スマホで簡単にまちなか情報を

知ることができるようになった。また Facebookアカウントを開設し、友達登

録すれば最新の情報をプッシュ通知で受け取れるようにした。（令和３年９

月開始） 

〇解決策４：鳥取市動画制作チーム「鳥取市役所特命係」を設置し、鳥取市

職員が自ら動画制作を行い、本市の魅力や市の取組みを発信する取組を開始

した。（令和４年２月開始） 
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デジタルを活用

した取組による

成果（成果がわ

かるデータ・数

値） 

 

指標 数値 備考 

市公式ＬＩＮＥ 友達数 ７，７９７人 R4.5.13時点 

子育てアプリ 登録者数 ４９３人 R4.4末時点 

Ｗｅｂ版わっか ｻｲﾄｱｸｾｽ数 約３００件/月 R3 年度累計 

〃    Facebook友達数 １０８人 R4.3末時点 

鳥取市役所特命係 動画投稿数 ７本 R4.5.16時点 

〃     累計再生数 約６，０００再生 R4.5.16時点 
 

本取組の特徴的

な点やデジタル

の活用において

工夫した点 

・市公式ＬＩＮＥでは、ごみの収集日のお知らせ、ごみの出し方を調べられる

チャットボット機能、市報のプレゼント応募などができるアンケート機能な

ど、利用者のニーズや使いやすさを重視している。また鳥取砂丘ライブカメラ

や地産地消の店情報など、鳥取市ならではの魅力ある楽しいコンテンツも掲載

している。 

・子育てアプリは、予防接種の管理や成長記録等の電子母子手帳機能も有す

る。また鳥取市の集団健診のお知らせなどの情報をプッシュ通知で受け取るこ

とができる。 

・「Ｗｅｂ版わっか」ではＷｅｂ独自コンテンツとしてインタビュー動画を掲

載したり、紙冊子の年３回発行に対しＷｅｂでは年３０回程度の細やかな記事

掲載を行うなど、単なる紙媒体の置き換えではなく、Ｗｅｂの強みを生かした

魅力発信を実現している。 

・「鳥取市役所特命係」の動画では、“鳥取砂丘の映える！撮影テクニック”

や“アニメでわかる市の子育て支援”、“日本一広い湖山池のドローン撮影”

など、親しみやすく新鮮な視点で鳥取市の魅力を紹介している。また、構成メ

ンバーは、所属部署の枠を超え、動画制作や音楽等の特技を持つ若手職員を中

心に、意欲ある職員で構成されており、業務に関連あるものをテーマとするな

ど、全庁的な広報力の向上も目指している。 

今後の展望 

〇「スマホで見つかる」の拡充 

・緊急情報がプッシュ通知で届く防災アプリの提供 

・「Ｗｅｂ版わっか」が Instagramでも見られるように開設予定 

〇「見つかる」だけじゃない取り組み 

 ・子育てアプリ上で子育て相談の予約ができるように準備中 

 ・出欠連絡などができる公立保育園連絡アプリの提供 

 ・電子申請サービスの利活用促進 

〇もっと多くの人に届く取り組み 

 ・地区公民館での高齢者向けスマホ教室を実施 

注： 以下の①または②のいずれかを選択 

① デジタルの活用により、次の個別課題を実際に解決し、住民の暮らしの利便性と豊かさの向上や地域の産業

振興につながっているもの。 

（・医療 ・教育 ・子育て ・物流 ・交通 ・農林水産業 ・中小企業 ・観光 ・防災） 

② 高齢者、障がい者などデジタルに不慣れな人々がデジタル機器・サービスの利用方法を学ぶことができる環

境づくりを既に進めるなど、あらゆる人がデジタル化の恩恵を享受できる、「誰一人取り残されない」社会の

実現に寄与しているもの。 
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